
別
紙
2

O
無
線
設
備
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
)
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
の
新
旧
対
照
表

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

(
略
)

イ
・
ロ

改

案

(
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
)

第
四
十
九
条
の
二
十

一
・
二
(
略
)

三

到

1
斗
卦
叫
剛
剖
剖
刻
到
」
コ
到

q剛
凶
甘
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
削
倒
(
屋

内
そ
の
他
電
波
の
遮
蔽
効
果
が
屋
内
と
同
等
の
場
所
で
あ
っ
て
、
捌
伺
矧
則
矧
』
川
斜
湖
町

瑚
矧
岡
引
叫
例
制
剥
対
創
制
引
場
珂
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
)

正

現

行

(
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
)

第
四
十
九
条
の
二
十

一
・
二
(
略
)

三

到

1
↓J
川
司
剛
ー
ォ
ー
」
刈
叫
剛
可
可
」
↓

d
q剛
1
到
、
ヨ
」

O
H、
到
、
云
↓
-Gl肌阻
1
司

ゴ
剛

q
同
封
」
オ
司
吋
司
J
司
q
円
当
」
刀
q
同
封
」
司
q
明
d
J斗
↓

q剛
刻
凶
到
可
ゴ
ゴ
↓

d
剛
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
矧
銅
剣
倒
(
屋
内
そ
の
他
電
波
の
遮
蔽

効
果
が
屋
内
と
同
等
の
場
所
で
あ
っ
て
、
制
刻
刻
困
刺
刷
同
出
叶
剥
計
引
場
瑚
に
お
い
て
使
用
す
る

も
の
に
限
る
。
)

(
略
)



別
紙
2

(3)1 

困
対
周
淵
劃
剣
割
劉
劃

(2)1 
ヲ

」口(弓l

の
も
の

又
は

1出

周
司
伺
-

上|

の

帽
に
お
州
司
明
瑚
電
力
制

αミ
リ
ワ
叫
ト

E
明
匂
あ
る
こ
と
。



別
紙
2

一
t
の
帯
域
幅
に
お
刷
劃
哨
瑚
電
力
が
二
・
百
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
明

占
|
制
周
淵
刻
樹
欄
科
廿
川
剛
封
劇
刻
↓
到
川
剛
凶
寸
倒
叫
叫

斗
叫
州
制
樹
倒
吋
材
叶
剖
刊
吋
割
刻
料
寸
ベ
ゴ
到
叶
叶
叶
叶
叶
刈
川
凶
明

升
一
臓
の
帯
域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
幅
射
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ω
占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
九
馳
以
下
の
場
合

付

(

略

)

口

司

ゴ

司

叫

4
1」
刃
叫
剛

1到
」

司

q剛
副
司
ゴ
ゴ
司
剛
り
周

刻
刻
叫
劃
樹
剖
倒
周
割
引
捌
倒

剖
叶
叶
叶
引
叶
刈
川
凶
判
叶
剖
剖

ud

剖
ヨ
升
刈
ぺ
川
側
判
剖
剖
H
q

刈
叶
凶
刊

剛

の
週
伺
釈
に
お
け
る
平
均
の
空
中
線
電
力

制
劃
期
制
対
引
場
創
同
制
オ
廿
凶
1
↓
d
割
引
引

占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
九
馳
を
超
え
=
一
八
馳
以
下
の
場
合

(
略
)

到
1
ゴ
剖
叫
剛
刃
同
到
1
」斗↓

d
剛
州
周
淵
刻
制
調
湖
紅
側
用
割
引
場
合

↓
寸
到
U
U

叶
叶
叶
刈
叶
凶
判
叶
剖
剖
U
1斗
d
湖
倒
刻
同
剥
州
制
羽
瑚
倒
割
削
州
制

制
剖
見
倒
引
捌
創
凶
刻
オ
寸
凶
叶
到
ヰ
川
川

(2) 
口1(-)

叫
占
有
|
周
減
動
欄
帽
が
三
八
H
を
悶
え
剖
川
目
以
の
場
合

け

到

1
J
1
d剛
叫
周
捌
矧
叫
割
淵
創
倒
刷
刻
創
謝
創

寸
ぺ
到
寸
寸
川
オ
刈
叶
凶
刊

到
1
」

J
q剛
叫
則
樹
刻
釧
割
測
剖
倒
刷
計
引
場
創

(ゴ

ト|

一
胞
の
帯
域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
輯
射
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ω
占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
九
馳
以
下
の
場
合

H

(
略
)

口

到

J
1
3吋
司
」
↓
川

q明
剖

」

司

q剛
刻
凶
司
ゴ
ヨ
叫
剛
の
周
炉

倒
割
測
剖
倒
刷
対
引
場
制

(2) 
(ゴ付

又
凶
到
、
J
4↓

o
Nの
周
湖
刻
倒
雷
、

を
倒
周
割
引
場
合

自割



別
紙
2

〕
・
二
到
ミ
リ
ワ
ヅ
ト
凶
判
。
た
だ
し
、
-
の
週
伺
系
に
お
州
司
哨
瑚
似
掴
中

綱相自l
対
剖
ヨ
」
吋
バ
ペ
川
倒
甘
剖
剖
引
倒
倒
剖
尉
倒
割
引
場
創
同
制
ゴ
廿
凶
可
斗
寸

五
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下

剖
制
周
刻
刻
制
樹
叫
廿
川
剛
剖
剖
刈
↓
司
刈
剛
凶
寸
例
刻
倒

qパ
斗
刈
ゴ
到
叶
斗
叶
オ
刈
川
凶
刊
寸
社
泊
U
1斗
d
遡
伺
刻
凶
刻
附
剖
朝
瑚
釧
割
引

綱
劃
刻
割
当
判
刈
ぺ
川
側
判
剖
剖
剖
倒
樹
創
尉
倒
割
引
場
創
同
制
オ
司
凶
1
↓ペゴ

五
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下

直
交
周
波
数
分
割
多
重
方
式
は
、
一
馳
の
帯
域
幅
当
た
り
の
搬
送
波
の
数
が
一
以
上

で
あ
る
こ
と
ロ

ヌ
(4)1 

リ|

る
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

圃
倒
閣

と。

チ

一
馳
の
帯
域
幅
当
た
り
の
搬
送
波
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
一

直
交
周
波
数
分
割
多
重
方
式
は
、

こん」ロ

y
l
J
 

ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。



を

明iifiij 
( ( ( ( ( ( 

周波
超 略 略 略 略 略 略
え

) ) ) ) ) ) 

帯数五

( ル 基
略 準

チ
ヤ

ネ

満|え二 波数 か基( ( ( ( 

略
( 

六 0 一一 ノム、略 略 略 略 略 ら準

hを酌

血未。 超毒を
(のチ

噴七下 超え

エ差 ヤ

超え
のネ

周ル

よる 次に
11) I :=; ツ二二 ( ( ( ( ( ( 

轄射電 おー】 1

ト 略 略 略 略 略 略 け !IHZ"-1 :-

値 掲
、¥-とTコ 守宅S 

下以 五マ 力 る の以げ

下式る イ 等帯
式る ク 価 域

。~ ロ 等幅
ワ 方に

劇引

ヲ

帯
寸
よ

』川をH
 

別
紙
2

(4)1 

J川
(1) 

波帯 v 
」

注 ( 

略
( ( ( ( 

帯周波数f 
略 略 略 田昌 略

の

位単は

ル基( 

阻h 略 準
と チ
す ヤ
る ネ

略
( ( ( ( ( ( ら基
略 略 略 略 略 f の準

)差チ

のヤ
周ネ
波ル 又

数か 』ま
五、

( ( ( ( 

略
( 

略 略 略 略 略
四

10 の，1Hz 

ft 
周波数

る の
電

付



別
紙
2

口

~~? i1j 
( ( ( ( ( ( 

周波数帯
略 略 略 略 略 略

ムノ、

略
ル基

準 一馳
チ 八と
ヤ 馳す

ネ をる
超

満|え二 波数 か基
え

( ( ( ( ( ( 

六 0 一一 ムノ、 略 略 略 略 略 略 ら 準 九

画草:..1 M壁を晶
. 

(のチ

1五未肋 両超を
目他

エ差ヤ
以下のネ 上 超

周ル の え

ーム ょに 次掲げに
ツ二二 ( ( ( ( ( ( 

射電騒力 お ー

場メ』

ツ二二 ，1 :=; よ 次掲げ
」】園 ] 

ト- 略 略 略 略 略 略 け馳 ト- T る 、ョ Cコ+ 

113 
以下 五マ るの 以下 五マ ::;J {I直

三72 E『2 

イ 等帯
イク 川」、コ百 幸三るにオ晶ク 価域

ロ 等幅 ロ
) 

ワ 方に ワ 、三 111 

口
注

帯周数波

( ( ( ( ( 

略
f 

略 略 略 略 路

の

位単

は
ル基、

略I他 準

と チ
す ヤ 八

る ネ
』臨

。 を

波数 か基
超

( ( ( ( ( ( 

え
略 略 略 略 略 略 ら準

(のチ 九
工差ヤ l臨

のネ 以下
周ル

の

( ( ( 

略 略
( 受

略 略 略 略

お
~t 
る
等



別
紙
2

略

明~~:ii j 
周波

電注4111li j 数帯
雪使 九 f 五、 五え

0 のー
用馳単二 一

基準
す、位は ハ ー

略 略

チ 場合一阻z
ヤ
ネ ニと

jレ 叫。 する
。

略
八 四 (ら基 五

11 
f の準 、'1 0 

差チ

早日
のヤ 七

周ネ
NO 又駈波ル

超え
四 数か

五は
-，-1;:;よ次 、ニ] よ次 )11 轄お 、 ツ二 qT るに 、-略 略 略射け馳 ト- 丁る

JZf 値年 掲げ 日つ、.1 ;ヨ( 白0討l f以直 掲げ ¥コ
) 

電 る の 以下 五マ ¥ミ力 等 帯 。
下式る -r 

fの働
イ

¥ミと さる町」

価域 ク
等幅

周波
ロ

)1 
方に ワ

(2) 

(2) 

車|
五 五

周帯波数
五、 、 、

四 。
九

四 。 。
附z

以

蕗| 蕗| 基準チ

ヤ ヨ
ネ 。
Jレ !ff五

の

の基
周波数差準

のチ
を を

周波数 ルネャ

の

超 超
電使波をえ え

四 九 (か

八 。エら
用す

藍| 富|
藍|電けー

力る目他
場るZ口当、

価等 帯の

等域
方幅

轄射 おに



別
紙
2

i1j 11j 明u?刊j!j
刊11:iH 

略

五、

七

NO 価

八 四 八四
略。

阻未満四lz 阻以土
超 超

五え え

四 四 四

]よ次 ツ二 ツ 二
略

川三 回言=§ よる 次に
略

古きき 宣下る 車主に
ト- ト-

1豆詮 品掲 以下 五マ 以下 五マ 〈二 値掲
以げ

q 年げ
下式る イ イ

ク ク 三11 ~ 式る
ロ ロ

ド二 ー
昌 ワ ワ

jm 
(略)

到叶
l

二一甘

q剛
以

上
五
、
二
七
五
・

刈
剛
剥
淵

四
到
・
川
剛
以
』

剖

q剛
剥
淵

四

α幽
川
制
上
回
到

川
剛
対
淵

(略)

次
に
掲
げ
る
式
に
よ

引
倒
凶
刊

副
A
ヨ
司
寸
当
斗
オ
司

司
司
川

4
d叶」ハ

(略)



別
紙
2

明
周帯波数 111; ili 五

五 五、 、

蜘C 馳0 

四 ノム、 ムノ、 (ら基 八四

E包LrAm E上O A 

f の準

極四軍孤O ? b以他 』以lIh 
)差チ

iE以上、E 
のヤ h四以匹

上 上
周波数 ルネか!I 四。 八 7 四

次 ~I ;;よ次 ツー ツ二二

勇編射 おける lの勘

ツ二二 ツー 、コ
¥コ(るに ト五 ト・ ト・ ト五 え

え {直掲
以下 イマ 下以 五マ 以下 五マ 宅マ つ4

7 宅げ イ

等価等方 帯域幅に
イク

イ

)1呈孟J 式るに
ク ク ク
ロ ロ ロ ロ
ワ ワ ワ ワ

(3)1 

五 準基 冥一
チ

八

h以下八E 
ノム、 ヤ

IO m ルネ hO 艦

の五
ム"ー 一一 - (ら基

場i口h 一
EO を阻i

七m平h幽望oを 島高-O 六

f の準
)差チ 。

のヤ
馳0 又

超 超

二 空
周ネ

え え 波ル は
数か 五、

次 ¥コー 次 ト二 る
、と=よ

目の仙よ 以 . 
掲げ ゥー 量0; 予げ匂

T5  a8 邑T 

る 持 下 五
hO の血値 マ

帯域幅
以下 式る イ

ニ 式る ク

周波数の
ロ

、ー.
)11 ワ 電力 お
、- ツ け

電

(3j 
(寸波



別
紙
2

11j 明H: 司11;
九

五、

1九0 肋

六八 ムノ、八

臨七末例 血。以上
。

I以E 
直害 阻以

上
八 上。 八 八

=ーよ次
副E。会 よる 次掲にげ

ツ二二 ツ 二
jよミ 旨き冨~ よる 次に

11孟|ーょ

己q E主E五王 孟下信 E 男式五に

ト- ト-

ロJ τ言d=L= 値る三 塁冨 値 以下 五マ 以下 五マ 、こ 値掲

、7q三 r 弘l 式る
q 宅げ 立'(j 以下

イ イ
ク ク 三7'1 ~ 式る

T 

ロ ロ
何。ー互に ワ ワ

円』

以五

周波数帯
有占注|

1!j ii 上 超 超、 、皿、二上
五= え二

lji 
五 五四

五一、 馳四0 臨四0 超え 一一・ 一=、 』五一魁
六ー 冊O -、 h九血

五 五
基準チ

、 、

1-1 NとE 
ノム、 ヤ

h0 aE 』0Ea ネル

ムノ、 一ー一 え二

ii4 世七r五z z 
~I ---，-L ノ、

-・ 差チ自以他

五埋不満~ M遍七易恥
のヤ

上
超え 超え

周波数 ルかネ
上

四 の

五 場ぷ口〉、 。
判75 よ次 値次 、ョー 値 次 る一

¥ミ Cコム Cコ

TZ 値る 脅式にる
ナ+

幸長式

以に

I1凶J 

五
~ 戸v 民e c 『

7 『5-T E F 
下 掲げ

五
マ マ
イク 、、j』jョ'1 阜' イク

マ
式る イク 、-ロ

11/ 
ロ ¥コ三 ワ ロワ よ よ 、z、- IIJ ツ ワツ， 

る る つ同
ト ¥コ 、- ト ft ツ

(ゴ



別
紙
2

iij11i jjj 
五

某fi} ? 、

五

ho 田b ルネの

五一 五一三一

01011 010 二馳四早五

l のの ヤI守阿る M六八型L 品末満→ 医0 以 0 
周回0以上量 四 皿0 lJ ト 0 

h 一 阻帯井一 闘四以上世 周数波ルネか場合 上ハ. 上ー回

ツー ツ一 ツ二 ツー
ト五 ト五 ト・

阻のI 
ト五

宅マ 以下 7 イ 以下 五マ 下以 マイ
イ イ

帯域幅 イクク ク ク 価 ク
ロ ロ ロ 等 ロ ロ
ワ ワ ワ 方 ワ ワ

(4j 

注|

f 
の

位単

は、

hとm 

す
る。

ト二

以下五-

マ マ
イ イ

エ ク ク
ロ ロ'i' 

晶 ワ ワ
ツ ツ



別
紙
2

ツ
ト
以
下

E叫

0
0
・

岡
剛
凶
H
到叶ー

到
川
岡
剛
凶

下
注

一
了
五
マ
イ
ク
ロ
ワ

f
の
哨
倒
凶
、

目
と
す
る
。

イ
か
ら
ヲ
ま
司
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
一

件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

到
1
叫
廿
叫
剛
剖
創
刻
到
サ
叶
ゴ
剖
剛
叫
刊
似
周
捌
剣
釧
劃
樹
剖
倒
刷
割
引
制
例
ベ
u』

割
け
刻
オ
寸
凶
1
同
調
樹
吋
寸
酒
刷
計
引
叫
叫
ぱ
岡
引
J

ワ|
四|

五|

コ
川
到
マ
イ
ク
ロ
ワ
ツ

五|

四

五|

え:

五|

到
ー
ゴ
オ
」
叫
剛

四
O

N
別
判
四

川
ィ
叫
剛
凶
廿
川

-UJ℃

7
 

斗
司
対
イ
ク
ロ
ワ
叫
ト

凶
寸

E
、
三
到
O
E凶
判
到
、

ヨ
到
ベ
什
叫
剛
剥
淵

到
」
ゴ
到
川
川
剛
剛
凶
上

到
1
困
d
q剛
凶
廿
門

ヲ|剖

f
の
哨
倒
凶
、
目
と
引
る
。

イ
か
ら
川
剖
対
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ



別
紙
2

(2)1 

対
式
以
占
有
周
演
劇

を
使
用
す
る
も
の

0
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下

苅
凶
口
利

周
波
数
分
割
多
重
方

且

ニ
送
信
装
置
の
空
中
線
電
力
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

川
同
叶
け
倒
刻
調
対
調
剖
倒
周
割
引
制
倒
叫
叶

q羽
川
引
刈
叶
凶
刊
廿
刻
刻
d
d
d



別
紙
2

、
周
波
数
変
調
方

又
附

(2)1 

振
幅
変
調
方
式
、
位
相
変
調
方

こ
判
引
制
調
倒
対
刻
倒
周
司
引
も
の

一
0
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下

ω
副
対
周
測
剣
剣
剖
劉
劃
対
却
を
使
用
す
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

叶
品
樹
刷
測
刻
樹
梱
内
耳
ぺ
廿
剛
凶
刊
例
制
叫

斗
叫
引
制
城
闘
は
刻
叶
引
刊
瑚
割
対
刈
↓

d
叶
叶
叶
叶
叶
刈
叶
凶
甘
川

叶
剖
剖
同
制
剣
欄
倒
刈
↓
刈
叶
叶
剛
剖
組
刻
ゴ
川
剛
叫
寸
叫
叫
叫

斗
剛
釧
樹
劇
帽
削
剥
州
引
朝
瑚
詞
刻
州
到
割
引
引
刈
川
凶
判

日
出
制
周
樹
剣
樹
岡
州
ヨ
川
剛
創
組
刻
剖
川
剛
凶
判
州
制
刷
叫

斗
叫
倒
樹
城
倒
同
刻
州
制
刊
瑚
割
対
州
↓
↓
バ
到
割
引
引
刈
叶
別
判

剛
胡
制
周
淵
刻
制
幅
制
廿
川
剛
剖
組
刻
↓
司
川
剛
凶
刊
叫
叫
川
叫

斗
剛
釧
樹
樹
欄
同
剥
削
剥
判
制
劃
対
科
寸
ベ
ゴ
司
叶
斗
叶
オ
刈
叶
凶
刊

へ
一
胞
の
帯
域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
轄
射
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

川
剖
制
則
樹
刻
欄
倒
科
斗
刈
ィ
叶
剛
凶
刊
叫
域
創

ゴ
到
叶
日
叶
叶
叶
刈
川
凶
刊
叶
叶
泊
U
1斗
d
酒
伺
刻
吋
刻
州
制
哨
均
釧
割
引
綱
唱
力

剖
ヨ
升
刈
ぺ
川
倒
刊
剖
剖
剖
樹
制
剖
剥
倒
引
制
場
創
同
制
ゴ
廿
凶
叶
到
叫
割
引
引
刊
川

、
パ
刈
ス
変
調
ガ

ト
以
刊

(2j 

占
有
周
樹
劃
制
帽
州
↓
ー
刈
・
』
u
t
を
超
え
二
河
N
以
相
似
場
合

斗
ゴ
ペ
副
司
川
叶
刈

H
凶
判
叶
剖
刻
U
1斗
d
酒
伺
剤
吋
刻
叶
引
咽
瑚
倒
到
刷
州
開

電
対
剖
ヨ
オ
叶
ぺ
川
倒
判
剖
剖
引
欄
制
剖
則
制
対
剖
域
創
同
制
対
甘
凶
」
↓
到
羽
川

叶
刈
叶
凶
相
川

(3)1 

出
相
周
樹
刻
欄
帽
が
三
八
N
を
劇
え
刈
N
以
刊
倒
場
合

村
斗
司
斗
引
叶
刈

N
凶
可
寸
却
し
、
|
札
湖
伺
剤
凶
刻
山
川
る
明
瑚
の
空
中
州
制

電
対
剖
ゴ
升
刈
ぺ
川
倒
引
欄
制
剖
期
制
引
制
場
創
同
制
寸
寸
凶
叫

ミ
リ
ワ
ッ
ト

ι

(2)1 

口
一
川
口
倒
到
調
ガ
式
を
倒
用
計
る
も
の
凶

「

0
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
明
司
あ
る
こ
と

d

ホ
一
馳
の
帯
域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
輯
射
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

川
副
相
周
淵
劉
樹
欄
料
斗
刈
川
廿
剛
凶
判
制
捌
創

け
斗
叫
掴
伺
刻
同
制
同
引
判
瑚
倒
割
判
鮒
劃
対
剖
ゴ
オ
刈
ぺ
川
倒
刊
剖
剖
刻
倒
紺
を

具
備
す
る
場
合
五
0
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下

は
っ“

J
A
 

る
倒
紺
を

口l

け
凶
州
似
場
合

二
了
五
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以



別
紙
2

(4)1 
ト|

一
二
・
五
可
イ
ク
ロ
ワ
引
ト
則
明

ト|

帯
域
外
漏
え
い
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ω・
ω
(略
)



刊五
、
四
六
O
馳
を
超
え
五
、
四
六
九
-
一

司

剛

判

明

一

一

到
1
副
対
刈
ぺ
到
剛
剖
劇
刻
到
1
叫
廿
一

q剛
凶

判

一

到
1

d
↓↓

H
剛
凶
』
到
1
刈
刈
叫
剛
凶
一

寸

一

割
引
州
制
倒
凶
1
刷
剖
引
制
叶
l

叫

司

司

廿

叫

剛

d
刷
測
調
割
減
剖
倒
用
計
引
場
創

周

測

刻

樹

斗

剛

叫

制

城

帽

に

お

山

川

る

矧

倒

矧

ガ

樹
矧
劃
対

到
、
ニ
ヨ
対
附
以
』
到
叫

剛
凶
相
川

到

1
4↓
刈
ゴ
川
剛
剖
超
え
到
、

q剛
凶
廿
川

到
1

d
ゴ
到
剛
凶

H
到
1
刈

q四
肌
阻
以

下
剖
什
例
制
倒
凶
1
叫
出
割
引
叫
l

川
パ
イ
か
b
列
剖
対
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
一

に

適

合

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

一

五
、
二
一

O
馳
及
び
五
、
二
九
O
仙
の
い
ず
れ
か
の
周
波
数
並
び
に
五
、
五
二
一
O
馳及一

び
五
、
六
一

O
馳
の
い
ず
れ
か
の
周
波
数
の
電
波
を
同
時
に
使
用
す
る
も
の
(
屋
内
そ
剣
一

倒
劃
測
制
組
制
刻
剰
刺
劇
阿
岡
矧
釧
捌
珂
廿
刻
オ
寸
叶
捌
伺
矧
則
矧
対
剣
矧
岡
瑚
矧
剛
一

割
叫
叫
倒
剥
司
矧
制
引
場
開
掛
川
寸
倒
刷
割
引
制
釧
凶
闘
訓
4
叶
l

什
矧
ヨ
剖
什

1
dー
イ
ォ
刻
問
刻
同
捌
叶
引
斜
倒
凶
溺
創
引
制
司
剖
ω

叶

剖

剖

周

刻

刻

樹

欄

凶

↓

一

刊

廿

刻

引

司

剖

叫

別
紙
2

四
」
丸
・
4
ハ

四
七|

五|

五
0
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

到
寸
バ
ゴ
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
別
利

二
了
五
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

二
了
五
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

到
0
マ
イ
ク
ロ
ワ

Jmト
以
判

二
了
五
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

チ

イ
か
ら
ト
ま
可
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。



別
紙
2ニ|ハ|

で
あ
る
こ
と
。

ホ|

岡
阿
判
畑
山
川
る
弔
均
電
力
が
つ
」
一

E
剥一

か
の
周
波

百叶

d
ゴ
叫
剛

以
上
五
、
二
一
一

叫
川
川
剛
凶
寸

五
、
二
二
四
・

川
剛
剖
創
刻

到
1
斗

d
d剛

二
了
五
マ
イ
ク
ロ



(2)1 

別
紙
2

剖

判jjiii j 洞u;f 
の

五
、

五 五、 、

す
ノム、 五

る
』0勘 LO 酌

。

五 ムノ、 五 四

二 0
. 

五 阻未例J1以上m 阻未円J1以上E 、
阻以上z h以上曲 上

ムノ、 以
上 四

七 七

ツーー ツー ツ二
I1話J ] よる 次に

叫、7毛 E= 2吾、島卒主
よ次

ト五 ト五 ト- るに
以マ 以マ 以下 五マ 値掲げ
下ィ 下ィ

以下 式るイ イか ク ク ク クの

周波
ロ ロ ロ ロ I11 

ワ ワ ワ ワ 、-



別
紙
2

到ー↓
d
q剛

以
上
五
、
二
一

叫
叶
川
剛
凶
刊

到

J
1叫べ

川
剛
剖
制
対

到
」
↓
剛
刈
剛

凶
刊

到
」
↓
剛
刈
剛

を
超
え
五
、
二

到
叫
剛
凶
刊

到
]
斗
到
叫
剛

凶
』
到
」
ゴ
』
川

司
斗
↓
剛
剥
淵

五
、
二
一
六
五
・

ゴ
剛
叫
判
到
1

叫
↓
寸
剛
剥

淵司
叫
斗
d
剛

凶
』
到
サ
叫
到

酎
川
川
剛
凶
廿
円

八|五
t 、

三1四
割
二|五J
巴|四
えI• 

E刈

)11 

、ニ

制
到
・
ニ

E
E

ゴ
叫
剛
剥
淵

一
マ
イ
ク
ロ
ワ

刈
叶
凶
甘



別
紙
2

週 週務 対自書仕

"" CJl 品 む。 む。 ト~

イ七二若し リ|
詩書草 41E 

幽 3か国HTjE書 暴 暴 E翼 暴 苦言 E喜 書草 G 
司車 Eヰ出書 古判E 

( 価 二 二 七 も ら f
-龍h 治CJl 

略に七四七のチイ単のは立 五)ー ・ ・ 的 で に 八

s票 o四七以上あ掲げ 0 

3草甫島 持&
馳六七 る

苦言 喜喜 E喜 E喜 畏 E喜 E喜 の G肱 GHz二こる、 五

整数倍を以に五 と も 馳すると潤 下 - . 。の-- ムノ、
塁数の馳0 ーー のほ 一

加の助か 面

周 霊の

波数で加周波数 が臣 以
のあえ 別
電波を っ た の

童書 5喜 百喜 悪 E喜 E喜 E喜
伊 N ]ffi て一周波数 電波 雪に ート」

Eう)<j務 使七で子
悌9+ l!幸

用す Q・電波のつてあ る 戸山 五
号車 ロマ 主fう出
仰とE

副 LgH世 る馳又二 語的条件 以下 マお苧I はー四 プ[ 
ヨ高ヰ，~ く七七 ロ

は・七に ヮd ("す Z
二 oG血適

"'" ζ 

四|

二
四
・
七
七
価
以
上
二
五
・
二
三
曲
以
下
の
周
波
数
の
電
波
で
あ
っ
て
二
四
・
七
七
仙
若
し

く
は
二
四
・
七
七
価
に
一

O
舶
の
整
数
倍
を
加
え
た
周
波
数
の
電
波
又
は
二
七
・

O
二
他
以
上

二
七
・
四
六
価
以
下
の
周
波
数
の
電
波
で
あ
っ
て
二
七
・

O
二
位
若
し
く
は
二
七
・

O
二
助
に

一
O
胞
の
整
数
倍
を
加
え
た
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

(
略
)

イ
ー
ヨ

国
-
」
州

mw加
|
中
(
哨
調
印
治
理
市
刑
)

週
目
減
期
沖

S
帥
弔
柑
判
骨
訓
同
開

S
州
刑

"" 
σ、CJl 品 w トギコ ト」 週

E需 E喜 暴 畏 E喜 E翼 暴 議事毒専事

E書 E完 E喜 悪 暴 E翼 震 i言信語

亙E

E喜 暴 E書 主翼 E喜 喜喜 E喜
伊 N 適

G )<j 待望草
内¥9+

事 w 禁秘書Ns誌B 
日年同

N 

と同と萩司じ| 王舟ヤ立も

?すとE



â;~語N

8 2， 450MHzを 1~5 (略) (略) 8 2， 450MHzを 1~5 (略) (1略)

超え 10，500聞z 6 小電力データ通信システ 超え 10，500阻z 6 小電力データ通信システ

以下 ムの無線局 以下 ムの無線局

(1) 5， 150MH zを超え 20 (1) 5， 180MH z、5， 190 20 

5，350MHz以下又は MHz、5，200MH z ， 

5， 470を超え 5，125M 5， 220M 1-1 z‘5，230M 

Hz以下の周波数の電 Hz、5，240M H z ， 

1皮を使用するもの 5， 260MH z、5，270M 

Hz‘5.280 M H z、

5， 300MH z、5.300M 

Hz、5.310MHz‘

5.320MHz‘5.500M 

Hz、5.510M H z、

5. 520MH z、5.540M 

Hz、5.550M H z、

5. 560MH z、5.580M 

Hz、5.590M H z‘ 

5. 600MH z‘5. 620M 

Hz、5.630M H z、

5. 640MH z、5.660M 

Hz、5.670M H z . 

5. 680MH z文は5.700 

MHzの周波数の電波

を使用するもの

(2) (略) (2) (略)

7 (略) 7 (略)

9 (略) (略) (略) 9 (略) (略) (略)



EZE語N

注(賂) I注 (略)

別表第二号(第6条関係) I別表第二号(第6条関係)

第 1~第 29 (略) I第 1~第 29 (略)

第 30 小電力データ通信システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許| 第 3

容値は、第1から第4までの規定にかかわらず、次のとおりとする。 I 第

l 小電力データ通信システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、

1から第4までの規定にかかわらず、次のとおりとする。

1 冊) I 1 

2 5150MH zを超え 5，350MH z以下の周波数の電波を使用するもの I 2 

_ill_ 占有周波数帯幅が 19MHz以下のものであって、直交周波数分割多

重方式を使用するもの 19MHz 

_ru_ 占有周波数帯幅が 19MHz以下のものであって、(1)以外のもの

18MH z 

旦L 占有周波数帯幅が 19MHzを超え 38MHz以下のもの 38並旦ぇ

J.4)_ 占有周波数帯l隔が 38MHzを超え 78MHz以下のもの 78並旦ぇ

且L占有周波数帯l隔が 78MHzを超え 158MHz以下のもの旦E並旦

Z 

3 5470MH zを超え 5，725MH z未満の周波数の電波を使用するもの I 3 

_ill_ 占有周波数帯l隔が 19，7MH z以下のもの旦」盟旦.E..

(略)

5， 180MH z、5，190MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，230MH z、5，240

MHz、5，260MH z、5，270MH z、5，280MH z、5，30MH z、5，310MH z 

又は 5，320MH zの周波数の電波を使用するもの

_ill_ 5， 190MH z、5，230MHz、5，270MH z文は 5，310MH zの周波数の電波

を使用するものであって、直交周波数分割多重方式を使用するもの(占有周波

数帯幅が 19MHzを超えるものに限る。) 38MHz 

_ru_ 5， 180MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，240MH z、5，260MH z、5，280 

MHz、5，300MH z又は 5，320MH zの周波数の電波を使用するものであっ

て、直交周波数分割多重方式を使用するもの 19MHz 

必)_ 5， 180MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，240MH z、5，260MH z、5，280 

MHz、5，300MH z文は 5，320MH zの周波数の電波を使用するものであっ

て、 (2)以外のもの 18MHz 

5， 500MH z、5，510MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，550MH z、5，560 

MHz、5，580MHz、5，590MH z、5，600MH z、5，5620MH z、5，630MH z、

5， 640MH z、5，660MH z、5，670MH z、5，680MH z又は 5，700MHzの周波

数の電波を使用するもの

_ill_ 5，510MHz、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は 5，670MH zの



6iS縫N

旦L占有周波数帯幅が 19.7MH zを超え 38MHz以下のもの鐙盟旦

z 

旦L占有周波数帯幅が 38MHzを超え 78MHz以下のもの 78単且ぇ

必L占有周波数帯幅が 78MHzを超え 158MHz以下のもの且E盟旦

z 

第 31~第 61 (略)

別表第三号(第7条関係)

第

別表

1 ~28 怖) I 1 

29 小電力データ通信システムの無線局の送信設備であって、 L旦立盟旦互主I29 

超え 5.350MH z以下文は 5.470MH zを超え 5.725MH z以下の周波数の

電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、 2に規定する値にかかわ

らず、次のとおりとする。

周波数の電波を使用するものであって、直交周波数分割多重方式を使用するも

の(占有周波数帯幅が 19.7MH zを超えるものに限る。) 38MHz 

_ill_ 5. 500MH z、5.520MH z、5.540MH z、5.560MH z、5.580MH z、5.600 

MHz、5.620MH z、5.640MH z、5.660MH z、5，680MH z又は 5，700M

Hzの周波数の電波を使用するもの 19. 7MH z 

31~第 61 (略)

第二号(第7条関係)

~28 (略)

小電力データ通信システムの無線局の送信設備であって、 E180MH z、5， 190

MHz、5，200MH z、5，220MH z、5，230MH z、5，240MH z、5，260MH z、

5， 270MH z、5，280MH z、5，300MH z、5，310MH z、5，320MH z、5，500MH

z、5，510MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，550MH z、5，560MH z、5，580 

MHz、5，590MH z、5，600MH z、5，620MH z、5，630MH z、5，640MH z、

5， 660MH z、5，670MH z、5，680MH z又は 5，700MH zの周波数の電波を使用す

るものの不要発射の強度の許容値は、 2に規定する値にかかわらず、次のとおりと

する。

(1)、 (2) 怖)

旦)_ li‘ 210MH z文は 5.290MH zの周波数の電波を使用するものの不要

発射の強度の許容値は、次のとおりとする。

|亙盗盆登 |不要発射の強度の許容値

15020MHZ未満及び 5.480M 日の 1山の帯域幅…平

H zを超えるもの |均電力が 2.5μW以下

(!lL li250MH zの周波数の霞波を使用するものの不要発射の強度の許容

値は、次のとおりとする。

(1)、 (2) (賂)
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周波数帯 不要発射の強度の許容値

4.916MH z未満及び 51584M 任意の lMHzの帯域i隔における平

Hzを超えるもの 均電力が 2.5μW以下

旦)_ 5， 500MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，560MH z、5，580MH z、 旦)_ 5， 500MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，560MH z、5，580MH z、5，600 

5， 600MH z、5，620MH z、5，640MH z、5，660MH z、5，680MH z又 MHz、5，620MH z、5，640MH z、5，660MH z、5，680MH z又は 5，700MH

は 5，700MH zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容 zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のとおりとす

値は、次のとおりとする。
~ 

る。

ア・イ (略) ア・イ (略)

並)_ 5， 510MH z、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は 5，670M 必)_ 5，510MHz、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は 5，670MH zの周

Hzの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のと 波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のとおりとする。

おりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値 周波数帯 不要発射の強度の許容値

5， 420MH z未満及び 5，760M 任意の lMHzの帯域幅における平 5， 420MH z未満及び 5，760M 任意の lMHzの帯域幅における平

Hzを超えるもの 均電力が 2.5μW以下 Hzを超えるもの 均電力が 2.5μW以下

立LE530MH z又は 5，610MHzの周波数の電波を使用するものの不要

発射の強度の許容{直は、次のとおりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値

5.340MH z未満及び 5，800M 任意の lMHzの帯域幅における平

Hzを超えるもの 均電力が 2.5μW以下

並)_ .5:.570MH zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容

{直は、次のとおりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値

5.236MH z未満及び 5，904M 任意の lMHzの帯域幅における平

I-Izを超えるもの 均電力が 2.5μW以下

30~57 (略) 30~57 (略)


